品 川の 伯父さん は、 良人が 留守な 姪の 子た ち を 丈夫 

にして やろうと、 大 磯の 妙大寺 (ほんと は どんな 字 を 

書いた のか しら、 わからな いが) という 寺の 座敷 を 一 

夏 借りて、 皿 小鉢の ような ものまで 準備され た。 

西 村の 祖母、 母、 子供 三人の 同勢 は そこへ 出かけて、 

子供ら は、 生れて はじめて 海岸の 巖の 間で 波と 遊ぶ 面 

白 さ を 味った。 

お 寺の 座敷の 横 は 深い 竹 藪であった。 裏に 蓮 池が 

あった。 蓮の 実 をぬ いて 喰べ る こと をお 寺の 小僧から 

習った。 雨が 降る と、 寺の 低い 方に ある 墓場で、 火が 

燃える。 夜になる と 雨戸 のと ころ か ら 其が 見え る と 、 



て くれなかった と、 若い 母が 憤慨して いる こと も あつ 

た。 

十日 ほど、 そんな ことが 続いた 揚句、 一 同 は 又 来た 

ときの 行列で 東京へ 帰って来た。 その 夏、 品 川の 伯父 

さん は、 子供ら にと つて ごく 身近で、 大 磯の どこかに 

も 来て いられる のか もしれ ないような 塩梅だった。 そ 

れ でも、 お 目に かかった こと は 一遍 もなかった。 

中條の 子供 は、 どういう 工合で だった か 一人 も、 西 

村の 伯父 上に お 目に かかった ものがない まま、 遂に 没 

せられた のであった。 

お 孝さん は、 この 西 村の 伯父さんの 娘さんであった _ 



母と はいと こ 同士で、 向島で 暮 した 娘 時代 共に 寝起き 

したお 登 世さん という 従姉 をの ぞいて、 おそらく 母が 

誰よりも 親しんだ 女い とこの 一 人ではなかった だろう 

ゝ o 

力 

その 家の 若い 令嬢と して、 お 孝さん は、 私たち 子供 

連の こと も、 おそらく は大 磯の こと も、 きっと 茶話に 

出て 知って いられた こと だろうと 思う。 

十八 九の 娘に とって、 十 以上 も 小さい 子た ち は、 何 

と稚 いものに 映る ことだろう。 反対に、 七 八つの 女の 

児の 目に 年 ごろの 女の ひとは、 何と 大人に 思え、 更に 

その 児が 成長して ももう そのと き は 子供 一 一人 三人の 母 



「お 孝さん も 熱情 家 だからね、 品 川の 伯父さんの 娘 だ 

けあって、 あらそわれない ところが ある」 

シ ラノ. ド. ベ ルジ ュ ラック を 白 野 弁十郎 として 演 

じたの は、 沢 正 一 代の 傑作で あり、 特質 を 全幅に 活か 

した ものであった ろうが、 母 も その 頃 は、 お 孝さん の 

傾倒に 十分の 同感 を もつ ようにな つ ていた。 

段々 接触が 多くなる につれ、 お 孝さん は 母の いいと 

ころも 至らぬ ところ も 理解され たらしい し、 母 もお 孝 

さんの 裡に、 自分の 血管のう ちに 流れて いる 一種の 激 

しい、 しかも 正直で 術策の ない、 ロマン ティ ックな 要 

素 も 多い 熱血 を 感じと つたら しく 思われる。 



れ によって 良人が 時々 挫 がれそう に 見えても、 やはり 

猶 もちこたえて 正々 堂々 とその 不如意に 耐えよう とし 

ている 心の 態度 こそ、 妻から 真直に 応えられ 尊敬され 

るべき もので あり、 夫婦の 生活の 礎と 思われた。 

私な りの 考え かた かもしれ ない が、 そこ を、 卑俗に 

先走って、 便宜 的に すりぬけた としたら、 夫婦の よさ 

は どこに あろう。 生涯 を倶 にす る 者 同士の |ロ 頼 は、 何 

を 根と して 保 たれよう。 そう 思えた。 

私 は そのまま を 話し、 夫人 も 同感の ようであった。 

おそらく 御 良人 も、 何 かの 折に ふれて は、 孝子 夫人 

の 痛々 しいば かりな そこまでの 心のう ごき を、 知って 
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